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■営業収益（売上高＋不動産賃貸収入＋その他の営業収入）

（億円）
通期第2四半期

22/2期 23/2期

631 639

1,278（見込）1,248

■経常利益
通期第2四半期（百万円）

22/2期 23/2期

2,559 2,707

4,800（見込）
4,346

　平素は格別のご厚情を賜り、厚く御礼を申し上げ
ます。
　当第２四半期期間中は、新型コロナウイルス感染症の
再拡大が見られたものの、行動制限の緩和が行われた
ことから、消費活動は徐々に正常化に向かいつつありま
す。一方では、急激な円安や資源価格の高騰から、食料
品や電力料などの価格が上昇し節約志向がさらに強ま
るなど、依然として厳しい経済状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、生活必需品
を中心とした商品を毎日低価格で販売する「EDLP」の
施策に注力しております。また、在庫管理の徹底に加
え、価格凍結の施策や商品開発に注力したことから
PB商品の売上構成比が上がったことが寄与し、荒利
益率が改善いたしました。その結果、当第2四半期は
増収、増益となりました。

　引き続き、競争力のある総合ディスカウントストアを
構築してまいります。
　今後とも、ミスターマックス・ホールディングスを何
卒宜しくお願い申し上げます。

2022年11月
代表取締役社長
平野　能章

　総合ディスカウントストアの確立に向けた「EDLPの
再徹底」と「PB商品の拡大」に取り組んでいます。
　PB商品の「価格凍結」は、期間を延長しながら2022
年3月から8月末まで実施し、PB商品の売り上げ拡大
（売上高構成比 前期末比+2.0%）に寄与しました。
　また、NB商品を対象とした「値下げ断行」は、2022
年9月から11月末まで実施します。
　値上げ基調の中でも、総合ディスカウントストアとし
てお客様の普段の暮らしを応援します。

　全てのステークホル
ダーの皆さまに、当社の理
解を深めていただくことを
目的として、当社初の統合
報告書を発行しました。
　トップメッセージや中長
期的な成長戦略、サステナ
ビリティに関する取り組み
など、財務・非財務情報を総
合的にお伝えしています。

　今後も、統合報告書などを通じ、情報開示の拡充をは
かるとともに、統合報告書を活用した対話をもとにさら
なる企業価値向上に取り組んでまいります。
　統合報告書2022は、当社ホームページ
よりご覧いただけます。

“競争力”のある
総合ディスカウント
ストアの構築に
取り組む

この株主通信に記載の業績の見通しは、株主通信作成時点で入手可能な情報に基づく当社判断による見通しであり、さまざまなリスクや
不確実な要素を含んでいます。実際の業績は、これらの見通しと異なる結果があることをご承知おきください。

はじめての統合報告書を発行しましたEDLPおよびPB商品拡大の取り組み

業績推移

株主のみなさまへ 7 4 期 のトピックス

https://www.mrmax.co.jp/corporation/ir/integrated_report/ 

株主のみなさまへ

第２四半期報告書
株主通信第74期

2022年3月1日～2022年8月31日
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Guest First
お客様の満足のために。
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（単位：百万円・百万円未満切り捨て）■資産・負債の状況

前期末
2022年2月28日現在

当第2四半期末
2022年8月31日現在

総資産合計
負債・
純資産合計 総資産合計

負債・
純資産合計

82,216 82,216 81,996 81,996

固定資産
65,203
固定資産
65,203

流動資産
17,012
流動資産
17,012

固定資産
64,230
固定資産
64,230

流動資産
17,766
流動資産
17,766流動負債

26,717
流動負債
26,717

固定負債
25,793
固定負債
25,793

純資産
29,706
純資産
29,706

流動負債
26,831
流動負債
26,831

固定負債
24,487
固定負債
24,487

純資産
30,677
純資産
30,677

■有利子負債・デットエクイティレシオ
有利子負債 デットエクイティレシオ

（倍）（億円）

デットエクイティレシオ＝有利子負債/純資産

■純資産・自己資本比率
純資産 自己資本比率

（%）（億円）

自己資本比率=自己資本（純資産）/総資産×100

個人・その他
31.5%

個人・その他
31.5%

外国法人等
19.7%
外国法人等
19.7%

自己株式
16.1%
自己株式
16.1%

その他
法人
12.2%

その他
法人
12.2%

金融機関等
20.5%
金融機関等
20.5%

第2四半期末

期末

年間

－

27円（予想）

27円（予想）

第74期
2023年2月期

－

31円

31円

第72期
2021年2月期

－

27円

27円

第73期
2022年2月期
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21/2期 22/2期

0.900.94

22/8期
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22/2期 22/8期21/2期

33.8

306

36.1 37.4

株主還元について

●社名
●創業
●設立
●資本金
●従業員数
●決算期
●上場
●本部所在地

●グループ会社

●公告方法

●発行可能株式総数
●発行済株式の総数 
 
●1単元の株式数 
●株主数 
●所有者別株式数比率

●大株主の状況（自己株式除く・千株未満切り捨て）

●配当金の推移

株式会社ミスターマックス・ホールディングス
1925年10月
1950年12月
10,229百万円
748名（連結グループ）
2月 
東証プライム・福証(証券コード8203)
〒812-0064  
福岡市東区松田一丁目5番7号  
電話　092-623-1111（代表）  
株式会社ミスターマックス
・ディスカウントストアMrMaxを
　全国57店舗展開
上海最高先生商貿有限公司
・中国国内のインターネット通信販売
電子公告により行う
公告掲載URL https://www.mrmax.co.jp
ただし、電子公告によることができない事由が  
生じた場合には日本経済新聞に公告いたします。

 80,000,000株
 39,611,134株

（当第2四半期累計期間中の増減はありません。）
 100株

 13,524名

住所変更、配当金の振込先指定、単元未満株式の買取・買増請求
その他のお問い合わせ先は、次のとおりです。
■証券会社等の口座に記録された株式
　お取引のある証券会社等へお問い合わせください。
■特別口座に記録された株式
　三菱UFJ信託銀行株式会社（特別口座管理機関）に
　お問い合わせください。
　　〈お問い合わせ先〉0120-232-711（通話料無料）

植物油インキは、生分
解性があり、環境負荷
が高い有機溶剤の排
出量も少なく、環境に
優しい原材料を使用し
ています。

ユニバーサルデザイン
（UD）の考えに基づい
た見やすいデザインの
文字を採用しています。

このパンフレットを印
刷・製本する際の電力
（100kWh）は、グリー
ン電力（自然エネルギ
ー）でまかなわれていま
す。自然エネルギーによ
る発電は、発電するとき
にCO2を発生せず、ま

た化石燃料による発電と異なり再生可能であるた
め、環境への負荷が小さいエネルギーです。

単位：千株

株 主 名 持 株 数

6,435
3,322
2,624
2,178
1,414
1,185
1,085
979
701
510

BNYM AS AGT/CLTS  10  PERCENT
日本マスタートラスト信託銀行（信託口）
ミスターマックス取引先持株会
株式会社WaizHoldings
株式会社福岡銀行

MrMaxHD社員持株会
平野能章

株式会社日本カストディ銀行
平野淳子

株式会社西日本シティ銀行

会社概要（2022年9月1日現在）株式状況（2022年8月31日現在）

株式に関する事務手続きについて

（単位：百万円・百万円未満切り捨て）

営業収益
売上高
売上総利益
不動産賃貸収入
その他の営業収入
営業総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税引前四半期純利益
法人税等

科　　　目 前第2四半期
21年3月～8月

当第2四半期
22年3月～8月

63,108
60,662
13,790
1,918
526

16,235
13,626
2,609
87
137
2,559

3
25

2,536
911

△ 11

63,952
61,480
14,199
1,915
556

16,671
13,900
2,771
54
119
2,707
32
74

2,665
836

△ 3

1,636 1,832
親会社株主に帰属する
四半期純利益

非支配株主に帰属する
四半期純損失（△）

■経営成績
業績のポイント

当第 2 四 半 期の業 績について

■PB商品1000品目の価格を据え置く「価格凍結」などの

EDLP施策の結果、既存店売上高前年比は100.7%と、前年

を上回った。

■在庫管理の徹底やPB商品売上構成比が上がったことなど

が寄与し、荒利益率は23.1%（前期+0.4%）となった。

■電気料の高騰や円安などにより、コストが増加している局面

において、営業利益は前期比106.2%と利益体質が強化。

本紙は適切に管理された森林（FSC®認証林）および
その他の管理された供給源からの原材料で作られた
「FSC®認証紙」を使用しています。
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